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一　

目　

的

　　

本
書
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
に
か

け
て
実
施
し
た
共
同
研
究
「
近
世
の
一
枚
摺
文
化
の
受
容
と
都
市
社
会
の
研
究
」
の

報
告
書
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
十
六
世
紀
末
に
西
洋
か
ら
活
版
印
刷
術
が
伝
え
ら
れ
、
国
内
で
も
独
自

に
作
ら
れ
た
活
字
で
書
物
が
印
刷
さ
れ
る
な
ど
、
一
部
活
版
印
刷
が
流
行
を
み
た
も

の
の
、
そ
の
後
は
製
版
印
刷
が
発
達
し
、
多
種
多
様
な
印
刷
物
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
本
研
究
で
研
究
対
象
と
し
た
一
枚
摺
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ

で
言
う
一
枚
摺
と
は
、
瓦
版
や
番
付
、
引
札
な
ど
、
版
木
を
彫
っ
て
一
枚
の
紙
に
摺

り
出
さ
れ
た
印
刷
物
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
枚
摺
は
、
安
価
で
迅
速
に
制
作

さ
れ
る
と
い
う
利
便
性
が
あ
り
、
最
も
民
衆
の
生
活
に
密
着
し
た
印
刷
物
と
し
て
社

会
情
勢
や
文
化
状
況
を
敏
感
に
映
し
出
し
て
き
た
。

　

一
枚
摺
は
、
浮
世
絵
の
よ
う
な
美
術
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
た
多
色
摺
と
は
違
っ

て
、
基
本
的
に
は
単
色
摺
を
ベ
ー
ス
と
す
る
消
耗
品
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
良
好
な

状
態
で
残
存
し
に
く
い
傾
向
が
あ
る
が
、
全
国
各
地
の
機
関
の
な
か
に
は
、
た
と
え

ば
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
三
井
文
庫
、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
な
ど
、
一
枚
摺
を
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な

い
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
公
開
す
る
摺
物
の
書
誌

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
摺
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（「
近
世
史
編
纂
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

の
う
ち
）
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
『
懐
ふ
と
こ
ろ
に
た
ま
る
も
ろ
く
ず

溜
諸
屑
』
も
代
表
的
な
一
枚
摺
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
一
つ
で
、
以
下
の
特
徴
が
あ
る
。

①
約
三
、四
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
本
格
的
な
一
枚
摺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

②
天
保‒

安
政
期
（
一
八
三
〇‒

五
九
）
頃
に
江
戸
の
入い
り
ふ
ね
せ
ん
ぞ
う

船
扇
蔵
と
い
う
落
語

家
が
収
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

③
内
容
が
商
売
、
世
相
、
災
害
、
芸
能
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

こ
の
う
ち
③
は
一
枚
摺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
般
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
①
も

数
量
だ
け
で
み
れ
ば
突
出
し
た
特
徴
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
②
の

よ
う
に
、
一
枚
摺
の
収
集
の
主
体
や
時
期
が
明
確
で
、
な
お
か
つ
一
枚
摺
の
作
成
年

代
と
収
集
年
代
と
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
点
は
、
他
の
摺
物
と
は
一
線
を
画
し
た
、

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
を
決
定
づ
け
る
特
徴
で
あ
る
。

　

一
枚
摺
は
同
時
に
大
量
の
複
製
が
生
み
出
さ
れ
る
印
刷
物
だ
か
ら
、
一
点
物
の
文

書
や
肉
筆
画
に
比
べ
た
ら
、
固
有
の
史
料
と
し
て
の
価
値
は
低
い
。
し
か
し
、
た
と

え
同
じ
内
容
の
摺
物
が
複
数
の
機
関
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
摺
物
が
制

作
さ
れ
、
人
か
ら
人
へ
と
伝
え
ら
れ
て
市
中
に
流
布
し
、
さ
ら
に
世
代
を
超
え
て
持

共
同
研
究
の
経
緯
と
概
要

神
田
由
築
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ち
伝
え
ら
れ
た
過
程

―
つ
ま
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
に
は
、
固
有
の
背

景
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
一
枚
摺
に
は
、
内
容
の
多
様
性
と
い
う
魅
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
受
容
し
て
き
た
社
会
・
文
化
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
段
階

に
お
け
る
様
相
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
過
程
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、

一
点
レ
ベ
ル
で
の
固
有
性
と
は
異
な
る
史
料
的
価
値
、
あ
る
い
は
史
料
的
可
能
性
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
一
枚
摺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
位
置
づ
け
な
お
し
た
本

格
的
な
研
究
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
れ
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
か
た
ち
が
整
え
ら

れ
た
の
が
制
作
時
期
と
同
時
代
で
は
な
い
と
か
、
伝
来
が
何
段
階
に
も
わ
た
っ
て
錯

綜
し
て
い
る
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
自
体

が
、
そ
の
史
料
的
価
値
を
探
れ
る
環
境
に
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
対
し
て
『
懐
溜
諸
屑
』
は
、
収
集
の
主
体
や
時
期
が
明
確
で
あ
り
、
こ
う
し
た

一
枚
摺
の
史
料
的
可
能
性
を
追
究
す
る
の
に
格
好
の
素
材
で
あ
る
。
し
か
も
、
都
市

江
戸
の
社
会
・
文
化
が
爛
熟
期
を
迎
え
た
近
世
後
期
に
制
作
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

収
集
さ
れ
た
こ
と
、
落
語
家
と
い
う
芸
能
者
が
収
集
し
た
こ
と
、
な
ど
の
点
か
ら
、

都
市
社
会
史
や
芸
能
史
や
美
術
史
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
分
野
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可

能
で
あ
る
、
複
数
の
専
門
領
域
か
ら
な
る
研
究
者
の
共
同
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
素
材

で
も
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
の
三

年
間
に
わ
た
り
、
日
本
近
世
の
社
会
史
、
都
市
史
、
芸
能
史
、
美
術
史
を
専
門
と
す

る
総
勢
八
名
（
当
初
は
九
名
）
か
ら
な
る
研
究
者
を
組
織
し
て
、『
懐
溜
諸
屑
』
所

収
の
一
枚
摺
が
収
集
さ
れ
た
背
景
を
探
り
つ
つ
、
そ
の
史
料
的
可
能
性
を
総
体
的
に

と
ら
え
な
が
ら
、
一
枚
摺
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
近
世
都
市
の
社
会
・
文
化
研
究

を
再
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

研
究
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
具
体
的
に
以
下
の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。　

　

第
一
に
、『
懐
溜
諸
屑
』
所
収
の
一
枚
摺
を
用
い
て
、
近
世
後
期
の
民
衆
生
活
や

都
市
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
複
合
的
な
視
点
か
ら
共
同
研
究
を
深
め
る
と
と
も

に
、
一
枚
摺
の
史
料
的
可
能
性
を
追
求
す
る
。
具
体
的
に
は
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容

に
対
応
す
る
た
め
に
、
社
会
史
、
都
市
史
、
芸
能
史
、
美
術
史
な
ど
の
研
究
者
に
よ

る
共
同
研
究
の
ス
タ
イ
ル
を
取
る
が
、
従
来
の
よ
う
に
、
個
々
の
研
究
に
と
っ
て
の

断
片
的
な
史
料
と
し
て
一
枚
摺
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
発
想
を
転
換
し
て
、
む

し
ろ
一
枚
摺
そ
の
も
の
か
ら
ど
れ
だ
け
の
情
報
が
得
ら
れ
る
か
、
一
枚
摺
の
可
能
性

を
主
眼
に
据
え
、
こ
れ
ま
で
の
各
自
の
研
究
蓄
積
と
照
合
し
な
が
ら
近
世
後
期
の
社

会
・
文
化
の
新
た
な
歴
史
像
の
構
築
を
は
か
る
。

　

第
二
に
、『
懐
溜
諸
屑
』
が
近
世
の
落
語
家
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
の
意
味
を
問
い
直
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
同
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
そ
の
豊
富
な
内
容
か
ら
研
究
的
価
値
が
高
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
成
立
の
経
緯
に
こ
そ
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
枚
摺
が
、
ど
の

よ
う
に
収
集
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
成
立
の
意
味
を
説
き
明
か
す
た
め
に
、
落
語
研
究

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
試
み
る
。
そ
の
過
程
で
、
文
化
受

容
の
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
を
目
指
す
。

　

第
三
に
、『
懐
溜
諸
屑
』
の
膨
大
な
情
報
を
現
代
社
会
に
お
け
る
知
的
財
産
と
し

て
位
置
づ
け
な
お
し
市
民
に
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
も
、
研
究
目
的
の
延
長
線
上
に
据

え
る
。
経
済
活
動
を
裏
づ
け
る
商
標
や
、祭
礼
や
芝
居
な
ど
の
娯
楽
に
関
す
る
資
料
、

そ
し
て
地
震
や
火
災
、
疫
病
な
ど
の
災
害
資
料
な
ど
、
一
枚
摺
に
う
か
が
え
る
近
世

後
期
の
世
相
は
、
多
種
多
様
な
実
態
と
課
題
と
を
抱
え
る
現
代
の
都
市
社
会
に
も
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
情
報
を
整
理
し
有
効
に
発
信
す
る
た
め
に
、
博
物
館
学

芸
員
（
お
よ
び
経
験
者
）
を
メ
ン
バ
ー
に
組
み
込
み
、
現
場
か
ら
の
提
言
も
行
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
る
。

　

一
枚
摺
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
民
衆
の
生
活
に
密
着
し
た
史
料
で
あ
る
点

で
あ
る
。
よ
っ
て
約
三
，四
〇
〇
点
の
一
枚
摺
を
所
収
す
る
『
懐
溜
諸
屑
』
か
ら
は
、

近
世
後
期
の
都
市
民
衆
の
生
活
が
克
明
に
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意

識
を
共
有
し
な
が
ら
、
都
市
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
複
合
的
な
視
点
か
ら
共
同
研

究
を
深
め
た
結
果
が
、
本
報
告
書
で
あ
る
。
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二　

研
究
組
織

　

研
究
組
織
と
各
構
成
員
の
所
属
、研
究
分
野
、本
研
究
に
お
け
る
お
も
な
研
究
テ
ー

マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
所
属
は
二
〇
一
四
年
現
在
）。

今
岡
謙
太
郎   　

武
蔵
野
美
術
大
学
（
日
本
芸
能
史
・
歌
舞
伎
と
落
語
）

岩
淵
令
治      　

学
習
院
女
子
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
近
世
史
・
都
市
史
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
理
）

髙
橋
修        　

東
京
女
子
大
学
（
博
物
館
学
・
史
料
学
）

髙
山
慶
子      　

宇
都
宮
大
学
（
日
本
近
世
史
・
都
市
の
庶
民
信
仰
）

中
川
桂        　

二
松
学
舎
大
学
（
日
本
芸
能
史
・
落
語
と
寄
席
）

西
田
亜
未      　

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
（
日
本
近
世
史
・
都
市
社
会
と
歌
舞
伎
）

大
久
保
純
一   　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
日
本
絵
画
史
・
美
術
史
）

神
田
由
築 　

  　

お
茶
の
水
女
子
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
近
世
史
・
研
究
総
括
、
都
市
社
会
と
遊
芸
文
化
）

久
留
島
浩　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
二
〇
一
五
年
度
以
降
は
研
究
協
力
者
）

三　

研
究
遂
行
過
程

【
二
〇
一
四
年
度
】

第
一
回
研
究
会　

二
〇
一
四
年
六
月
二
十
九
日
（
日
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
『
懐
溜
諸
屑
』
の
実
見
と
そ
の
史
料
的
意
義
に
関
す
る
討
論   

第
二
回
研
究
会　

二
〇
一
五
年
二
月
二
十
一
日
（
日
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学

今
岡
謙
太
郎
「
資
料
と
系
図
類
か
ら
見
る
落
語
家
の
同
時
代
意
識
」

中
川
桂
「
六
代
目
ま
で
の
桂
文
治
代
々
―
『
本
朝
話
者
系
図
』
と
『
懐
溜
諸
屑
』

を
素
材
に
―
」

【
二
〇
一
五
年
度
】

第
一
回
研
究
会　

二
〇
一
五
年
五
月
十
六
日
（
土
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学

髙
橋
修
「
口
上
書
引
札
と
商
品
切
手
」            

髙
山
慶
子
「
お
竹
大
日
如
来
と
江
戸
の
庶
民
信
仰
―
入
船
扇
蔵
『
懐
溜
諸
屑
』

を
手
が
か
り
に
―
」

大
久
保
純
一
「
幕
末
錦
絵
の
出
版
形
態
」  

第
二
回
研
究
会　

二
〇
一
五
年
八
月
四
日
（
火
）　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
会
議
室

大
久
保
純
一
「
幕
末
錦
絵
の
出
版
形
態
」

西
田
亜
未
「
芝
居
茶
屋
関
連
資
料
に
つ
い
て
」「
国
芳
の
校
合
刷
り
と
元
ネ
タ

と
し
て
の
京
伝
の
本
の
比
較
」              

神
田
由
築
「
江
戸
の
音
曲
文
化
」

史
料
調
査　

八
月
五
日
（
水
）　

大
阪
歴
史
博
物
館

「
大
阪
歴
史
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
調
査

史
料
調
査　

八
月
六
日
（
木
）　

大
阪
城
天
守
閣

「
南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
調
査                

第
三
回
研
究
会　

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日
（
日
）
〜
二
十
二
日
（
月
）

二
〇
一
六
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
関
す
る
討
論

史
料
調
査　

公
益
社
団
法
人
三
木
文
庫
所
蔵
の
摺
物
調
査

 【
二
〇
一
六
年
度
】

第
一
回
研
究
会　

二
〇
一
六
年
六
月
十
一
日
（
土
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学

中
川
桂
「
噺
家
番
付
類
に
見
る
近
世
の
桂
文
治
代
々
」

髙
橋
修
「
引
札
の
文
体
考
―
文
書
伝
達
と
口
頭
伝
達
の
間
に
―
」

髙
山
慶
子
「
お
竹
大
日
如
来
と
江
戸
の
庶
民
信
仰
―
『
懐
溜
諸
屑
』
を
手
が

か
り
に
―
」

大
久
保
純
一
「『
懐
溜
諸
屑
』
か
ら
見
る
江
戸
の
絵
双
紙
屋
」　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
〇
一
六
年
七
月
三
日
（
日
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

共
催
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第
十
八
回　

国
際
日
本
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
メ
ー
ジ
と
伝
達
の
国
際
日
本
学
」

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
「
落
語
家
が
収
集
し
た
一
枚
摺
の
世
界
」

落
語
実
演　

桂
藤
兵
衛
（
落
語
協
会
）「
色
事
根
問
」

座
談
会　

桂
藤
兵
衛
、
今
岡
謙
太
郎
、
中
川
桂

研
究
発
表

中
川
桂
「
噺
家
番
付
類
に
見
る
近
世
の
桂
文
治
代
々
」

髙
橋
修
「
引
札
の
文
体
考
―
文
書
伝
達
と
口
頭
伝
達
の
間
に
―
」

髙
山
慶
子
「
お
竹
大
日
如
来
と
江
戸
の
庶
民
信
仰
―
『
懐
溜
諸
屑
』
を
手
が

か
り
に
―
」

大
久
保
純
一
「『
懐
溜
諸
屑
』
か
ら
見
る
江
戸
の
絵
双
紙
屋
」　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
　

司
会　

神
田
由
築

第
二
回
研
究
会　

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
五
日
（
木
）　

　

史
料
調
査　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
『
伊
勢
辰
貼
込
帖
』
の
調
査　

第
三
回
研
究
会　

二
〇
一
七
年
二
月
十
二
日
（
日
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学

　

三
年
間
の
共
同
研
究
の
総
括
と
今
後
の
成
果
発
表
に
関
す
る
討
論

四　

研
究
成
果

　

本
研
究
で
は
、
①
『
懐
溜
諸
屑
』
を
用
い
て
、
近
世
後
期
の
民
衆
生
活
や
都
市
の

社
会
・
文
化
に
つ
い
て
複
合
的
な
視
点
か
ら
共
同
研
究
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
枚

摺
の
史
料
的
可
能
性
を
追
求
す
る
、
②
『
懐
溜
諸
屑
』
が
近
世
の
落
語
家
に
よ
っ
て

収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
の
意
味
を
問
い
直
す
、
③

『
懐
溜
諸
屑
』
の
膨
大
な
情
報
を
現
代
社
会
に
お
け
る
知
的
財
産
と
し
て
位
置
づ
け

な
お
し
市
民
に
発
信
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
三
点
を
お
も
な
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

　

共
同
研
究
と
し
て
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
の
国
際
日
本
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
開
催
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
落
語
家
が
収
集
し
た
一
枚
摺
の
世
界
」
で
の
研
究
成
果

が
ひ
と
つ
の
集
大
成
で
あ
り
、
本
書
の
大
き
な
前
提
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
提
示
さ
れ
た
論
点
を
整
理
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
確
認
し
つ

つ
、
今
後
の
課
題
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
一
に
、
共
同
研
究
を
開
始
し
た
時
点
で
、
そ
も
そ
も
史
料
を
収
集
し
た
入
船
扇

蔵
と
は
「
誰
か
」
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、『
懐
溜
諸
屑
』
が

入
船
扇
蔵
な
る
落
語
家
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
一
枚
摺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ

と
は
、す
で
に
情
報
と
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、近
世
期
に
「
入
船
扇
蔵
」
を
名
乗
っ

た
落
語
家
は
複
数
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
誰
」
な
の
か
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
最
大

の
特
徴
で
あ
り
、
性
格
づ
け
の
基
盤
と
な
る
は
ず
の
「
個
人
」
と
し
て
の
情
報
が
、

実
は
こ
れ
ま
で
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
も
、
落
語
家
の
代
数
確
定
は
系
図
の
混
乱
や
情
報
不
足
な
ど
に
よ
り
容

易
で
は
な
い
。
そ
れ
が
今
回
の
共
同
研
究
の
な
か
で
中
川
桂
に
よ
り
、『
懐
溜
諸
屑
』

所
収
の
史
料
群
の
年
代
が
扇
蔵
の
活
動
時
期
と
同
じ
だ
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
、
こ

の
扇
蔵
は
三
代
目
（
前
名
は
扇
子
）
に
あ
た
る
と
解
明
さ
れ
た
。
三
代
目
入
船
扇
蔵

は
、
同
時
代
に
江
戸
で
活
躍
し
た
落
語
家
・
四
代
目
桂
文
治
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
名
跡
で
は
な
い
が
無
名
で
も
な
い
。
番
付
で
い
え
ば
中
下
位
ク
ラ
ス
の
落

語
家
が
、
身
近
な
寄
席
ビ
ラ
や
半
札
、
瓦
版
な
ど
を
熱
心
に
（
あ
る
い
は
捨
て
ら
れ

ず
に
）
集
め
て
で
き
あ
が
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
そ
う
し
た
『
懐
溜
諸
屑
』
の

誕
生
に
ま
つ
わ
る
周
辺
事
情
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。

　

第
二
に
、
口
頭
伝
達
と
文
書
伝
達
の
中
間
に
位
置
す
る
と
い
う
、
史
料
学
的
な
観

点
か
ら
み
た
一
枚
摺
の
特
徴
が
確
認
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
髙
橋
修
は「
口
上
」「
口
演
」

な
ど
を
表
題
と
す
る
引
札
（
商
品
・
商
店
等
の
宣
伝
札
）
の
文
書
様
式
に
着
目
し
、

こ
う
し
た
一
枚
摺
が
口
頭
伝
達
の
語
調
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
提
起
し
た
。

あ
る
い
は
、
実
際
に
引
札
が
配
布
さ
れ
る
場
面
を
想
像
し
て
み
る
と
、
引
札
に
文
字

で
書
か
れ
た
情
報
が
、
そ
の
ま
ま
口
頭
伝
達
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ら

の
点
か
ら
、
引
札
の
文
字
情
報
は
、
ま
さ
し
く
口
頭
伝
達
と
文
書
伝
達
の
中
間
に
位

置
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
髙
橋
は
、『
懐
溜
諸
屑
』
所
収
の
江
戸
の
引
札
と
大
坂
の
引
札
と
の
比
較

か
ら
、
都
市
に
よ
っ
て
口
承
文
化
の
浸
透
度
に
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
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し
た
。
こ
れ
は
二
〇
一
五
年
度
に
大
阪
歴
史
博
物
館
と
大
阪
城
天
守
閣
で
行
っ
た
、

大
坂
の
一
枚
摺
に
関
す
る
共
同
調
査
の
成
果
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
枚
摺
は
、

近
世
に
お
け
る
口
承
文
化
と
文
字
文
化
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
論
点
で

あ
り
、
史
料
学
的
な
観
点
か
ら
も
ま
だ
研
究
対
象
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。    

　

第
三
に
、
一
枚
摺
の
作
成
者
の
問
題
で
あ
る
。『
懐
溜
諸
屑
』
に
は
摺
物
の
代
書

を
引
き
受
け
る
「
代
作
屋
代
作
」
な
る
者
の
引
札
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
史
料
番
号

2

 

1‒

1

 

1

 

3
）。
戯
作
者
に
よ
る
代
書
活
動
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
（
木
越
俊
介
「
〝
代
作
屋
大
作
〞
花
笠
文
京
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
」『
近
世

文
藝
』
69
）、
髙
山
慶
子
は
江
戸
で
流
行
し
一
枚
摺
の
題
材
に
も
な
っ
た
「
お
竹
大

日
如
来
」
に
つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
信
仰
や
開
帳
の
ブ
ー
ム
の
背
景
に

一
枚
摺
作
成
者
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、と
の
論
点
を
提
示
し
た
。

　

一
枚
摺
は
、
制
作
者
と
消
費
者
の
距
離
が
、
時
に
重
な
る
ほ
ど
近
く
、
同
時
代
の

民
衆
の
潜
在
的
欲
求
に
直
結
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
一
枚
摺
の
史
料
的
価
値
は
、

こ
の
〝
同
時
代
性
の
共
有
〞
と
い
う
点
に
大
き
く
依
存
す
る
。
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア

媒
体
と
し
て
の
特
性
を
熟
知
し
て
民
衆
を
煽
動
す
る
人
々
が
身
近
に
い
た
こ
と
が
、

『
懐
溜
諸
屑
』
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
成
立
し
た
大
き
な
契
機
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
『
懐
溜
諸
屑
』
所
収
の
一
枚
摺
が
、
戯
文
の
ネ
タ
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
方
、『
懐
溜
諸
屑
』
に
は
「
お
か
ひ
て
う
落
し
ば
な
し
（
御
開
帳
落
し
咄
）」（
史

料
番
号
3‒

1

 

0

 

2
）
と
い
う
摺
物
も
含
ま
れ
る
。
落
語
家
―
一
枚
摺
―
戯
文
―

戯
作
者
と
い
う
連
環
を
精
緻
に
追
い
か
け
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
媒
体
と
し
て
の
一

枚
摺
の
特
徴
が
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

第
四
に
、
一
枚
摺
は
ど
の
よ
う
に
販
売
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
販
売
の
局
面
に
つ

い
て
で
あ
る
。
江
戸
の
絵
双
紙
屋
が
錦
絵
や
草
双
紙
だ
け
で
な
く
多
様
な
品
々
を
販

売
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
久
保
純
一
は
浮
世
絵
に
描
か

れ
た
絵
双
紙
屋
の
店
頭
の
模
様
や
、『
懐
溜
諸
屑
』
所
収
の
引
札
や
掛
紙
（
包
装
紙
）

な
ど
画
像
史
料
を
用
い
て
、
刊
行
物
の
書
誌
情
報
か
ら
は
検
知
で
き
な
い
小
売
り
の

局
面
が
わ
か
る
と
指
摘
し
て
、
目
薬
や
小
間
物
な
ど
と
一
緒
に
錦
絵
や
草
双
紙
が
売

ら
れ
て
い
た
、
江
戸
の
絵
双
紙
屋
の
多
様
な
販
売
形
態
を
よ
り
具
体
的
に
描
き
出
し

た
。
販
売
の
局
面
に
お
け
る
一
枚
摺
の
用
途
は
、
商
品
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
商

品
の
包
装
紙
（
掛
紙
）
で
あ
っ
た
り
、
販
売
の
宣
伝
（
引
札
）
で
あ
っ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
一
枚
摺
は
、
あ
つ
か
う
題
材
だ
け
で
な
く
、
用
途
も
多
様
性
に
富
ん

で
い
る
。
こ
う
し
た
販
売
の
局
面
も
ま
だ
追
究
の
余
地
が
あ
る
。

　

こ
の
他
、
本
書
に
は
江
戸
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
考
究
し
た
岩
淵
令
治
、
西
田

亜
未
、
神
田
由
築
の
論
考
、
お
よ
び
国
際
日
本
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
の
座
談
会
記

録
を
収
録
し
て
い
る
。

　

以
上
、
本
研
究
で
は
『
懐
溜
諸
屑
』
を
モ
デ
ル
と
し
た
一
枚
摺
の
史
料
的
可
能
性

を
確
認
し
、
ま
た
こ
れ
を
受
容
す
る
近
世
後
期
の
都
市
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
を
深
め
て
き
た
。こ
れ
ら
の
諸
点
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、

今
後
の
研
究
課
題
で
も
あ
る
。
一
枚
摺
が
提
供
す
る
情
報
は
限
り
な
い
。
今
後
は
、

た
と
え
ば
『
伊
勢
辰
貼
込
帖
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
近
代
の
東
京
に
お
け
る
江

戸
文
化
趣
味
の
興
隆
な
ど
、
そ
の
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
開
を
視
野
に
い
れ
た
考

察
も
必
要
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、民
衆
生
活
を
理
解
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
も
、

非
常
に
有
益
で
あ
る
。『
懐
溜
諸
屑
』
な
ら
で
は
の
特
徴
を
活
か
し
た
今
後
の
研
究

の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
基
幹
研
究
院
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
代
表
者
）




